
エチレン Ｃ２Ｈ４

ＣＨ２＝ＣＨ２

実験室的製法……エタノールを濃硫酸とともに 160 ℃～ 170 ℃に加熱

濃硫酸
Ｃ２Ｈ５ＯＨ Ｃ２Ｈ４↑ ＋ Ｈ２Ｏ

160 ℃～ 170 ℃

水酸化ナトリウム水溶液（又は水）

エタノール 濃硫酸が還元されて、ＳＯ２が出てくる場合があるので、

濃硫酸 これを除くため。

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

｜ ｜ ｜ ｜
Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｈ Ｈ―Ｃ＝Ｃ―Ｈ ＋ Ｈ２Ｏ

｜ ｜
Ｈ ＯＨ

濃硫酸による脱水

温度が 130 ℃位だとジエチルエーテルができる。

濃硫酸
２Ｃ２Ｈ５ＯＨ Ｃ２Ｈ５ＯＣ２Ｈ５ ＋ Ｈ２Ｏ

130 ℃～ 140 ℃

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｈ Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｈ Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｏ―Ｃ―Ｃ―Ｈ
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
Ｈ ＯＨ Ｈ Ｏ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

脱水 ジエチルエーテル

エチレンの電子式

Ｈ Ｈ

ＨＨ
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性質……・特臭・無色

・水に難溶

◎二重結合があるので、付加反応をする。

●水素付加 （ Ni 触媒のもとで、付加反応をする。）

Ni 触媒
ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ Ｈ２ ＣＨ３－ＣＨ３

エタン

●ハロゲン（Ｆ２，Ｃｌ２，Ｂｒ２，Ｉ２）付加……直ちに付加反応をする。

ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ Ｃｌ２ ＣＨ２Ｃｌ－ＣＨ２Ｃｌ

１，２－ジクロロエタン(二塩化エチレン）

ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ Ｂｒ２ ＣＨ２Ｂｒ－ＣＨ２Ｂｒ

赤褐色液体 １，２－ジブロモエタン(二臭化エチレン）

無色

●ハロゲン化水素（ＨＦ，ＨＣｌ，ＨＢｒ，ＨＩ）付加

ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ ＨＣｌ ＣＨ３－ＣＨ２Ｃｌ

塩化エチル

（モノ）クロロエタン

●Ｈ２Ｏ付加

触媒
ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ Ｈ２Ｏ ＣＨ３－ＣＨ２ＯＨ

エタノール

◆エチレンどうしの付加重合

付加重合……モノマー（単量体）が付加反応で結合し、ポリマー（重合体）を

つくること。

付加重合
ｎ（ＣＨ２＝ＣＨ２ ） （－ＣＨ２－ＣＨ２－）ｎ

ポリエチレン



プロピレン Ｃ３Ｈ６ ＣＨ３ＣＨ＝ＣＨ２

実験室的製法……イソプロピルアルコールの濃硫酸脱水で得る。

濃硫酸
（ＣＨ３)２ＣＨＯＨ ＣＨ３ＣＨ＝ＣＨ２ ＋ Ｈ２Ｏ
イソプロピルアルコール プロピレン

◆プロピレンどうしの付加重合

付加重合
ｎ（ＣＨ３ＣＨ＝ＣＨ２ ） （－ＣＨ－ＣＨ２－）ｎ

｜
ＣＨ３

【問題１】下記の Ｃ２Ｈ４Ｂｒ２ 及び Ｃ２Ｈ３Ｂｒ３ の名称を書きなさい。

Ｃ２Ｈ４Ｂｒ２

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ
｜ ｜ ｜ ｜

Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｈ Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｂｒ
｜ ｜ ｜ ｜
Ｂｒ Ｂｒ Ｈ Ｂｒ

（ ） （ ）

Ｃ２Ｈ３Ｂｒ３

Ｈ Ｈ Ｈ Ｂｒ
｜ ｜ ｜ ｜

Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｂｒ Ｈ―Ｃ―Ｃ―Ｂｒ
｜ ｜ ｜ ｜
Ｂｒ Ｂｒ Ｈ Ｂｒ

（ ） （ ）

◎幾何異性体……二重結合は軸として回転しにくいので、空間的配置の異なる

幾何異性体を生じる。

Ｘ Ｘ Ｙ Ｘ
＼ ／ ＼ ／

Ｃ＝Ｃ Ｃ＝Ｃ
／ ＼ ／ ＼

Ｙ Ｙ Ｘ Ｙ

シス型異性体 トランス型異性体

二重結合に結合している全原子は同一平面上に存在する。

例）ＣＨＣ l ＝ＣＨＣ l 1,2 ジクロロエチレン（1,2 ジクロロエテン）

Ｈ Ｈ Ｃ l Ｈ
＼ ／ ＼ ／

Ｃ＝Ｃ Ｃ＝Ｃ
／ ＼ ／ ＼

Ｃ l Ｃ l Ｈ Ｃ l

シス－ 1,2 ジクロロエチレン トランス－ 1,2 ジクロロエチレン
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【問題２】

例にならって、２－ブテン（ ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３ ）の幾何異性体を示せ。

異性体は構造異性体と立体異性体に大別される。

(1)構造異性体（分子の構造式が異なる）

・骨格異性体……炭素骨格の鎖が異なることによる異性である。

例）n ‐ブタンとイソブタン

・官能基異性体…官能基の違い

アルコールとエーテル・アルデヒドとケトン・エステルとカルボン酸

例）エタノールとジメチルエーテル（Ｃ２Ｈ６Ｏ）

・位置異性体……置換基の位置の違い

例）プロピルアルコールの－ OH 基の位置による二つの異性体

例）キシレンの－ CH3 基の位置による三つの異性体

(2)立体異性体……分子の立体構造が異なる

・幾何異性体

・光学異性体…不斉炭素原子（4 種の異なる原子または基と結合している炭素原子）を

もつ化合物で，炭素原子の四面体構造を考えると，いずれもすべての

対称要素をもたず，不斉な配置であり，たがいに鏡像の関係にある。

この異性体は、偏光に対する性質が異なる。

例）乳酸 ＣＨ３－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＯＯＨ

２－ブタノール ＣＨ３－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ２－ＣＨ３


